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１年生　第2セッション

思い込みは禁物！
冷静に分析しよう
所要時間
50分

目的
１．物事をいろいろな角度から思考するための3つのステップを学ばせる。
２．自分の感情を引き起こしているあらゆる出来事を見つめ、「事実」と「思い込み･推測」に分類できるようにさせる。

３．私たちの思考では、事実より思い込みや推測の方が多いことに気付かせる。
準備するもの

□フラッシュカード(「クリティカル・シンキング」「物事をていねいに考え、判断すること」「ストップ＆シンク！」)
□ポスター「1年生ピアの目標」
□掲示用プリント①「4つの行動パターン」

□模造紙①｢今日のテーマ・目標・学習の流れ｣
□模造紙②｢クリティカル･シンキングの３つのステップ｣
□提示用プリント②「4コマ漫画」

□提示用プリント③「自分の感情」

□提示用プリント④「感情の原因」（文章ごとに切り、フラッシュカードにする）

□提示用プリント⑤「事実箱」（ピンク）

□提示用プリント⑥「思い込み・推測箱」（水色）
□お助けカード
□プリントＡ「出来事を分けてみよう」（B4、生徒数）
□第2回まとめプリント（第2回振り返り用紙と両面印刷、生徒数）
□第2回振り返り用紙（第2回まとめプリントと両面印刷、生徒数）　
般化維持プログラム　　　　　　　　　

□チャレンジ・プリント1，2（生徒数）

□中学校1年生ピアピア新聞第2号（生徒数）

□第2セッション学習ポスター①「クリティカル･シンキングの３つのステップ」

□第2セッション学習ポスター②「その出来事は、事実！？思い込み・推測！？」

生徒の持ち物

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　　
□筆記用具

	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	生徒の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習(5分)

	ピア･サポートの目標確認(1/1)

思考と行動の4つのパターン(4/5)

	1.ピア・サポートの意味は？

· 今日はピア・サポートの2回目の授業です。始めに中学校1年生のピア･サポートの目標を確認しましょう。何でしたか？

· そうです。あそこに貼ってあります。みんなで声を合わせて読みましょう。

→(一斉に音読させる) 「クリティカル･シンキングができるようになろう！」

· 「クリティカル･シンキング」とは、「物事をていねいに考え、判断すること」という意味でしたね。

2．思考と行動の4つのパターン

· では、ここで１回目の授業の復習をします。
· この前の授業では、始めに「自分が普段、どのような考え方をしているか」を調べました。それから、私たち人間の思考と行動には、4つのパターンがあることを学びました。
· 4つのパターンとは、何がありましたか？
→生徒の発言を拾いながら、掲示用プリント①を示し、簡単に復習する。
○なんとしても自分の考えをわからせたいという攻撃的な「ライオン」

○どうせわかってもらえないと思いつつも、言葉で言わず行動でなんとなく伝えようとする、遠回しな攻撃の「キツネ」

○自分が悪いんだ、と考える受け身の「ヤギ」

○事実を追及する｢フクロウ｣

· そうでした。でも、本当に重要なのはここからです。
· この前の授業の最後に、ライオン、キツネ、ヤギの間の共通点と、それらとフクロウとの違いについて説明しました。そのことを思い出しましょう。
· (★重要箇所、ゆっくり強調して発問)まず、ライオン、キツネ、ヤギの間に見られた共通点は何だったでしょうか？ 
· そうです。「思い込みや推測で行動している」という共通点です。

· 例えば、「絶対～だ！」と簡単に決め付けてしまうとか、他の人の言うことをすぐに信じてしまう、などの行動がありました。

· (★重要箇所)ではそれに対して、フクロウはどんな特徴を持っていましたか？
· そうです。「事実を探し出そうとして行動する」でした。
· それは、自分が初めに感じたり考えたりしたことに疑問を持ち、別のいろいろな可能性を考えたり、多くの情報を集めたりしてから、結論を出そうとする、ということです。

· そして、そのようなフクロウの考え方が「クリティカル･シンキング」そのものでした。

· クリティカル･シンキングは、言い換えてみると、情報をすぐ鵜呑みにせず、自分が考えていることは事実とは違うかもしれない、別の選択肢もありうると想像してみた上で、判断することです。

· というわけで、今日からは実際に、フクロウがしているクリティカル･シンキングの仕方を、詳しく学習します。

	　
「クリティカル･シンキングができるようになろう！」

「攻撃パターン」「遠まわしの攻撃パターン」｢受け身パターン｣｢事実を追求するパターン｣

	●（あらかじめ黒板外に掲示）ポスター「1年生ピアの目標」
●フラッシュカード「クリティカル･シンキング」「物事をていねいに考え、判断すること」
◇フラッシュカード提示

●掲示用プリント①「4つの動物」
◇掲示用プリント①の掲示


	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/6)
	1．今日のテーマと目標の説明
· では、今日のテーマと目標を発表します。(模造紙を指して)こちらを見ましょう。
テーマ：「思いこみは禁物！冷静に分析しよう」
目標：出来事を「事実」と「思い込み・推測」に分けられるようになろう！
2．今日の学習の流れの説明
・では、今日の学習の流れを説明します。
· ①「復習」は終わりました。今は、②「今日の学習の説明」をしています。
・これからまず、③クリティカル･シンキングの基本的な「3つのステップ」を説明します。
· 次に④活動で、クリティカル･シンキングの一部分を練習します。
・最後に⑤「まとめ」をして、⑥「振り返り用紙」に感想を書いて終わりです。


	
	●（あらかじめ黒板外に掲示）模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」

	3.クリティカル･シンキングの3つのステップを知ろう(5分)

	ステップの説明（5/11）

	1．クリティカル･シンキングの心構えと3つのステップ

· それでは、早速クリティカル･シンキングの基本となる3つのステップを説明していきますが、その前にクリティカル･シンキングを行うための「重要な心構えの言葉」を言います。それは、こちらです。

・「ストップ＆シンク！」。

・どんな意味かわかりますか？

・「立ち止まって、考えよう！」という意味です。

· クリティカル･シンキングをするときは、ステップ1でも、ステップ2でも、ステップ3でも、いつでもこの言葉が役に立ちます。

· 今日は、この言葉を「呪文」にして言いながら、前に進むようにしましょう。
・では、まず、「ストップ＆シンク！」それからステップ1です。（模造紙をめくってから）
行動する前に、自分はどんな感情か考える
· みなさんは、何か困ったことに出会ったとき、考えるより先にパッと行動してしまって、後で「失敗したな～」と思うことがありませんか？
[image: image1.emf] 


(必要に応じて以下のような例を出す)例えば、深く考えずに、すぐ｢ムカつく｣と言ってしまったり、思わずパッと手が出てしまったり（掲示用プリント①ライオンを指す）、知らず知らずのうちに相手を睨みつけていたり（掲示用プリント①キツネを指す）。そして後になってから、相手を傷つけてしまったことに気がついて、後悔する。そんな経験です。
・クリティカル･シンキングでは、そんなことになる前に、「嫌だな」「困ったな」という出来事があったとき、すぐに行動に移さず、「ストップ＆シンク！」まずは、「自分の感情について考える」ようにします。
・次はステップ2です。（模造紙をめくってから）
その感情は、どんなことによって起こったかを考える

· (★生徒にわかるように、ゆっくり強調して) もう少し簡単に言うと、「ステップ１で気がついた自分の感情は、なぜ、何が原因になって起こったか？」を探し出す、ということです。
· 原因は１つとは限りません。いくつかの出来事が重なって、その感情が起こることもあります。
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(必要に応じて以下のような例を出す) 例えば、授業中に「イライラ」という感情が起こったとします。原因は「今、教室がとても暑い」からです。でも「ストップ＆シンク」してみると、「昨夜自分が晩くまで起きていて寝不足になっていた」とか、「このところ痛んでいる虫歯が気になっている」とかと、自分の側の原因も見つかってくるかもしれません。
・そして、最後のステップ3です（模造紙をめくってから）。

そのことを「事実」と「思い込み･推測」に分ける
・今日の学習の中心は、このステップ3です。

· ステップ3ですることは、ステップ2で見つけた「自分の感情の原因となったこと」を、「事実」か「思い込み、あるいは推測」か、どちらかに分類することです。
・なぜ、そんなことをするのでしょうか？
· それは、私たちが、意外と「思い込みや推測」によって行動し、そのためにいろいろな失敗をしているからです。
· 自分の考えの中身をよく調べてみて、「事実」か「思い込み・推測」か、を区別することができれば、悩む必要のないことを悩んだり、誤解して無駄な喧嘩をしたりすることを、防ぐことができます。

	「止まる」「考える」

	●（あらかじめ掲示しておいてよい）模造紙②｢クリティカル･シンキングの3つのステップ｣
◇模造紙②の掲示

●フラッシュカード「ストップ＆シンク！」

◇フラッシュカード提示

◇ステップ1のマスクカードをはがす

◇ステップ2のマスクカードをはがす

◇ステップ3のマスクカードをはがす



	4.活動「出来事を分けてみよう」（30分）

	プリントの説明（3/14）

ステップ３の説明（2/16）

個人活動（3/19）

グループ活動の説明（2/21）

グループ活動（10/31）

全体での確認とシェアリング（10/41）

まとめ（1/42）


	1．課題、ステップ1，2の説明

· というわけで、これから「出来事を分けてみよう」というプリントを使って、ステップ3の学習をします。

· プリントを配ります。まず自分の名前を書きましょう。

· （生徒の様子を見て）では、プリントを見ましょう。そこに書かれている問題を読みます。

→問題を読む。

· そして、問題の下に4コマ漫画が描かれていますね。数学のテストについてのエピソードです。この前の授業でも同じ場面について考えました。覚えていますか？

→場面を確認する。

· 漫画の３コマ目で「B君が自分のテストのことすごく悪かったでしょ！と言ってきた」、４コマ目で「そこにA君がやってきて、おはよーと言い、B君はあはは･･と笑った」というとき、「あなたが主人公だったらどう考える？」、これがプリントの問題です。
· では、クリティカル･シンキングで考えてみましょう。
· ただし、ステップ1と2は、私の方であらかじめ用意してきました。黒板を見ましょう。

· ステップ１は、「行動する前に、自分はどんな感情か考える」でした。

· 考えられる答えは、「怒り」「悲しみ」「驚き」「不安」です。それでプリントにもその通りに書きました。
· 次はステップ2です。「その感情は、どんなことによって起こったかを考える」です。私はこの4つの感情の原因として、8個のことを見つけ出しました。
· 1つ目は「なぜ自分が怒りを感じたか？」。それは「A君がB君にばらした」と思ったからです。

→同様に、8つのことを、ステップ1の感情と関連付けながら、1つずつ読み上げていく。

2.ステップ３「原因として考えたことの分類」を行う
· さて、お待たせしました。いよいよステップ3です。ここからはみなさんの番です。プリントの問題1を見ましょう。問題を読みます。

→問題を読む。
· では、分類のルールを説明します。一度しか説明しません。注意してよく聞きましょう。

· まず｢事実箱｣には、事実だけを入れることができます。事実とは（箱を指差しながら説明）、多くの人が自分の目で見て、本当だと確認できること、誰でも外から観察できること、です。
· 事実以外はすべて、｢思い込み・推測箱｣に入れます。
· 思い込み･推測とは、証拠ははっきりしないけれど「きっとこうじゃないかな？」と自分が信じていることです。
· （箱を指差しながら説明）思い込み･推測は「人から聞いただけの話。」「うわさ。」「目には見えないもの。」「自分だけが感じている感情。もしかしたら事実かもしれないが、よく考えてみると、その人が頭の中で考えただけのこと」など「事実以外のもの、ことは全て」です。

・これがルールです。わかりましたか？
· それではまず、個人個人で考えてみましょう。先ほど上げたこの8つのこと1つ1つを、2つの箱のどちらかに分類して、箱の中に数字を書き入れてみます。どうしてもわからないものは、箱と箱の間の隙間にその数字を書き入れるようにします。
· 時間は3分です。時間が短いので、わかるものからどんどん書き入れましょう。
· （時間になったら）では、 そこまでにしましょう。
3．グループに分かれて発表する

· 今度は小グループで考えを発表し合います。

· グループの中で発表するときは、上手に自己主張できるよう意識して発表するようにしましょう。
· 上手な自己主張の3本柱は、プリントの左下に書かれています（6年生ピアの授業で学習したこと。生徒が知っていれば、少し確認する）。
· 上手な自己主張では始めに「結論」を言い、次にその「理由」を言い、最後に相手にも意見を「聞き」ます。
· 例えば、そのフクロウの吹き出しにも書いてあるように、「私は、何番と何番を思い込み箱に入れたよ。それはね、～だと思ったからだよ。みんなは、どう？」というようです。
· また、言葉だけでなく「声」の調子や「視線」「表情」などの「体」にも気をつけるようにしましょう。
· 人の発表を聞いているうちに、変えたくなったものが出てきたら、変えてもかまいません。
· では、机を動かして、グループ発表を始めましょう。
· （様子を見て）はい、終わりです。机をもとに戻しましょう。
4．全体での確認しシェアリングする
· では、みなさんが①から⑧の番号をどちらの箱に入れたか、聞いていきます。自分が入れた方の箱に、挙手しましょう。

→①～⑧１つずつ掲げて、「これは事実箱に入ると思う人？では思い込み・推測箱だと思う人？」と質問していく。手が多く挙がった方の箱に、そのフラッシュカードを入れる。意見が分かれた場合は、箱の中央に、多い方に寄せて、入れていく。
· みなさんの多数意見に従って分けてみると、このようになりました。

· では、これからこの分類が正しいかどうか、みんなで確かめていきます。
→①から順に、正答を確認していく（例：①は、事実箱に入っていますが、思い込み・推測箱に入れた人はいますか。それは、どう考えたからですか）。

· ②はクラスの中で意見が割れているはずである（活動中に机間巡視し、割れるように声かけする）。②はクラスの中で意見が割れているはずである。②については、それぞれの意見を発表させ、議論させる。
全体シェアリング・コツ
1） まず「事実」に入れた生徒を指名し、その理由を尋ねる。
2） 次に「思い込み・推測」に入れた生徒を指名し、理由を尋ねる。
3） 『「事実」には誰が見ても本当だと言えることしか入ることができず、それ以外は全て「思い込み・推測」に入る』という前提条件を、もう一度確認する。
4） Ｂ君は、自分のテストの点を「知っている」かもしれないが、「当てずっぽうで言っただけ、あるいはみんなにそう言っている」という可能性もある。「かもしれないこと」は「推測」である。
5） さらに、②に関連して⑧を取り上げ、比べさせるとわかりやすくなる。
解答：事実：⑥⑧　推測・思い込み：①②③④⑤⑦　

解説

1 「ばらした」場面を、直接見てはいない。

2 「知っている」かどうかは、B君自身しかわからない。外からは確かめられない。B君は何も知らずに、みんなにそう言って回っているだけかもしれない。

3 「みんなに馬鹿にされる」事実はまだ起こっていない。みんなが誰だかわからない。
4 A君がB君に話していた場面を直接見ていない。
5 「みんなが知っている」かどうかは、確認できない。知っている人がいたとしても、知らない人もいるかもしれない。
6 「自分がA君に相談した」ことは、自分がした行動であり、事実である。
7 「Ａ君が嫌っている」かどうかは、A君ではないのでわからない。
8 「B君が悪かったんでしょと言ってきた」のは、自分が直接経験した出来事なので、事実。
5．まとめる
· では結果を見てみましょう。どうでしょうか？「事実」と「思い込み・推測」、どちらが多いですか？
· そうです。「思い込み･推測」の方が多いですね。
· つまり、こうして考えてみると、私たちは、意外と、思い込みや推測で生きているということがわかります。
· 例えば、ほとんど話したことがないのに誰かを「いやな奴だ」と思い込んで無視したり、「きっとこうに違いない」と証拠もなく推測して、相手をにらみつけたりすることがあります。もっと冷静に考えれば起こさなくてもよいトラブルを、うっかり引き起こしてしまっていることが多いものです。
· そのようなトラブルを未然に防ぎ、よい人間関係を壊すことなく維持するためには、今日の活動で練習したように、自分の考えの中にある「事実」と「思い込み・推測」を正しく区別することがとても大切になります。

· 日頃から、自分の考えや意見をよく考えて、この2つに分けて整理するという習慣を身につけましょう。

	プリント記入
」

小グループになる

挙手する





	●プリントＡ「出来事を分類してみよう」

◇プリントＡの配付

●提示用プリント②「4コマ漫画」

◇提示用プリント②提示

●提示用プリント③「自分の感情」

◇提示用プリント③提示

●提示用プリント④1～8

◇提示用プリント④1～8の提示

●提示用プリント⑤「事実箱」⑥「思い込み･推測箱」

◇提示用プリント⑤⑥の提示

●お助けカード

◇活動の補助



	5.まとめ(3分)

	まとめ(3/45)
	· では、今日の授業のまとめをします。第2回まとめプリントを配ります。
→まとめプリントを読み上げながら、空欄を全員で一斉に埋めていき、授業のまとめを行う。


	プリント記入
	●第2回まとめプリント/第2回振り返り用紙
◇第2回まとめプリント配付



	6.振り返り用紙の記入(5分)

	振り返り用紙の記入と回収、次回の予告(5/50)
	· 最後に、振り返り用紙を書きます。プリントを裏返して、今日の授業で、感じたことを書きましょう。

・次回は、　月　日です。次の授業では、ステップ1と2の部分を中心に学習をします。


	振り返り用紙記入、提出
	◇第2回まとめプリント/第2回振り用紙回収





板書計画（案）
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模造紙②
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提示⑥
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模造紙①


目標


テーマ


＊あらかじめ黒板外に掲示
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提示②
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ストップ＆シンク
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クリティカル･シンキング





提示②





掲示①
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クリティカル･シンキングができるようになろう！
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物事をていねいに考え、判断すること
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